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会長挨拶

新井君、金澤君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

26/38　　 　68.42%　　　　28/38　　 　73.68%

37/39　　 　94.87%　　　　　　　　  　39名

司会：石井邦夫君　　指揮：土屋　巧君

幹事報告

1. ２００９～２０１０年度　Ｉ・Ｍのご案内とお願

いが来ています。

ＩＭのテーマ

「活力あるロータリークラブを目指そう」

開 催 日　　平成２２年２月１４日(日)

開催場所　　ブケ東海三島

登録受付　　１４：００～１４：３０

プログラム　

　全体会議　　１４：３０～１５：３０

　基調講演　　１５：５０～１６：５０

　　　講師　　司葉子さん

　　　　　　　（東京恵比寿ロータリークラブ在籍）

　懇 親 会　 １７：００～１８：３０　　　　　

ビジター 栗田正司ガバナー補佐
（三島西ＲＣ）

皆様こんばんは。今日はせせらぎ三島ロータリーク

ラブのクリスマス家族例会に多数の方にご参加いた

だきまして誠にありがとうございます。

今日の企画は、親睦委員会の加藤さんを中心に委員

の方々のご苦労により開催することができました。

一足早いクリスマス家族会ではありますが、今年度

の私のテーマでもあります笑顔を取り入れていただ

き、テーマも「笑顔で集うクリスマスの夕べ」です。

クリスマスの日は誰もが笑顔で幸せになる日だそう

です。

アメリカの地方の町に一人の青年がいました。青年

は職もなくお金もなく数日間何も食べていなかった。

クリスマスの夜、空腹に耐えかねて無意識のうちに

小さなレストランに入りました。美味しい食事をし

て満腹になり、代金を支払うとき、どうしようかとう

ろたえている姿を見ていたオーナーが支払伝票と一

緒にお客様の落し物ですと言って20ドルを添えて差

し出したそうです。青年はさりげなくありがとうと

言って支払いを済ませ、半信半疑の気持ちで店を出

ました。しかし持っているはずのないお金を落とす

はずもなく、数日後に、青年がその店のオーナーを訪

ねました。すると店の主人はクリスマスの日は誰で

も幸せになれる日なんですよと笑顔で言われたそう

です。その心がよほど嬉しかったのでしょう。自分も

いつかはそのようなことができる立場になれるよう

一身に努力し、事業を成功させ、数年後、その町には

クリスマスの夜になると恵まれない人たちに20ドル

札をプレゼントするサンタクロースが現れたそうで

す。奥様にも内緒で続けた25年目のクリスマスの数

日前、町中で話題となっているサンタクロースの身

分をテレビで明かしたそうです。なぜなら彼は癌で、

あと数ヶ月の命であることを宣告されたのでした。

そして、その年のクリスマスの日、いつもと同じよう

に20ドル札をプレゼントして回るサンタクロースが

現れました。数日後、彼は52歳の若さで亡くなったそ

うです。20数年間に彼がプレゼントしたその額は150

万ドル（日本円で１億４千万円）でした。そして翌年

のクリスマスの日がやってきました。ところがいる

はずのないサンタクロースが現れ、20ドル札をプレ

ゼントする姿がありました。彼の意思に共鳴し、また、

今ある自分に感謝の気持ちを持った方々がクリスマ

スの日は全ての人が幸せになれる日を合言葉に今も

なお続けているとのことです。

今日はせせらぎ三島ＲＣの親睦委員会の方々がサン

タクロースです。笑顔で幸せな一刻を過ごしましょう。
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